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論文の要旨及び判定理由 

 ヘプシジンは鉄代謝のnegative regulatorであり，鉄恒常性のためには適正なヘプシジン産生が必要で

ある．ヘプシジンの不足は鉄過剰をもたらし，活性酸素などを介した様々な臓器障害の原因となる．低出

生体重児では未熟性によるヘプシジン産生能の低下が懸念されるが，詳細な報告はない．今回申請者は，

低出生体重児のヘプシジン産生に関して，未熟性を含む様々な周産期因子が及ぼす影響について検討した．

対象は低出生体重児92例で，在胎週数，出生体重の中央値はそれぞれ32.6週，1587gであった．臍帯血血

清Hepcidin-25(Hep25)をLC-MS/MS法で測定した結果，Hep25の中央値は7.3ng/mLであった．単変

量解析ではlog (Hep25)は出生体重と有意な正の相関を認めた．Hep25は帝王切開群に比し経膣分娩群で

高値で，また絨毛膜羊膜炎を認めると高値であった．母体妊娠高血圧症候群の児では低値であった．Log 

(Hep25)と血液検査値との関係は，log (IL-6)，log (フェリチン)，トランスフェリン飽和度，臍帯血pHと

は有意な正の相関を認め，log (EPO)，sTfRとは有意な負の相関を認めた．重回帰分析の結果，在胎週数，

log (IL-6)，log (EPO)，sTfRがlog(Hep25)に対し有意な因子として選択された． 以上から，早い在胎週

数の児であるほど血清ヘプシジンが低値であることが明らかとなり，早産児において鉄過剰でおこる病態

では，ヘプシジン産生の未熟性についても留意すべきであることが示唆された．また，鉄需要の高まりや

低酸素の刺激はヘプシジンを低下させ，炎症が関連する病態ではヘプシジンが増加することが明らかとな

った．この研究は，低出生体重児において血清ヘプシジン値に影響する周産期因子に関する新たな知見と

認められ，博士（医学）の学位に値するものと判定した．                       
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